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平成３０年度決算報告

【１】一般会計 歳入歳出決算状況の推移 【２】平成３０年度 歳入決算額の内訳
（単位 億円）

①財政力指数（財政上の能力） ②実質公債費比率（市の借金の負担） ③経常収支比率（財政構造の弾力性）

【４】財政分析の主要３指標

・市民文教委員会 委員長
・市軟式野球連盟 会長

稲垣新市長となって、初めての定例会でした。１００年に一度の変革期といわれている自動車産業です。私は、こ
れからも刈谷市が「持続的成長」できるよう、産業の堅持、市民の安全安心を軸に、今後とも市民、働く者の視点で
市政に訴えていきますので、ご支援のほどよろしくお願い致します

【３】平成３０年度 歳出決算額の概要
①道路関連費（橋梁関係、スマートインター関連市道整備

基金積立など） ＋約８億円（前年比７．５%増）
②教育費（小学校空調設備設置等、歴史博物館

大規模改造など） △約１８億円（前年比12.5%減）

日頃より活動にご理解いただき、誠にありがとうございます。今年の夏は、８月末の九州
北部豪雨、９月の台風１５号で千葉県南部は大変な被害となりました。特に、長期間の停
電で、本当にご苦労されている報道を見て心痛めました。被害に遭われた方々にお見舞
い申し上げると共に、一日も早く日常を取り戻されることを願います。十分な備えと心構え
により防災・減災、命と財産を守ることが重要です。自助を基本に今以上、意識を高く持っ
ておきたいものです。
また、「アクセルの踏み間違い事故」が毎日のようにニュースになっています。車は“便

利”でもあり“凶器”にもなります。刈谷市では、後付け安全装置の補助を決定しました。

ごあいさつ
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個人市 民税 124 123
法人市 民税 54 29
固定資 産税 157 155
市 たば こ 税 11 11
都市計 画税 29 28
そ の 他 2 3

合計 377 349

H30年 H29年

市 税 377 349
繰 越 繰 入 78 106
使 用 料 等 19 19
そ の 他 25 26
市 債 18 28
国 庫 支 出 金 54 59
県 支 出 金 27 28
地 方 消 費 税 33 32
地 方 譲 与 税 4 4
（ 自 ）取 得税 2 2
そ の 他 7 7
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【プロフィール】

‘86/3 愛知大学卒業 同4月アイシン精機入社

‘11/7 初当選 ‘19/6 三期目当選

９月議会報告（幼児教育の無償化） くらしの相談

一般質問で市政を問う

【１】地域ものづくり産業の活性化・・企業立地、中小企業支援、物流網の重要性を訴求

Ｑ＆Ａ 要望

①工業用地一次開発分の分譲予定数、今後の日程は？

・申込み期間１０／２１～１１／１
・企業庁の審査後、今年度中に決定
・令和４年４月引き渡し予定

【２】子育て支援の充実について・・待機児童、祝日保育、児童クラブの夜勤者対応など

【相談内容】 通勤路は歩道も無く狭
いため、車と接触事故があった。側溝
の蓋設置により安全確保を要望

市担当課、近隣企業、地元住民と
の検討の結果、年度内に設置する

１１区画の分譲予
定で一部複数区
画の申込可

②経済情勢の変化は激しい。企業への分譲時期は重要
二次開発の進め方についての考えは？

現況調査、地権者の意向調査中。先行開発分、企業のニ
ーズをしっかり把握し、関係者と合意形成をはかる

地権者数が、一次分約５０名、二次分は約１５０名。関連エ
リアの交通安全、防犯防災、交通渋滞回避策を検討し、ス
ピード感と地元に寄り添った合意形成を強く要望する

③依佐美へ進出する企業に対して優遇施策は何か？

「産業立地促進補助金」、「不動産取得税減額」、工場立地
法の緑化率に関する「工業団地特例」の適用を検討中

④中小企業振興条例に定義されている振興会議での
検討内容、課題認識、具体的施策は？

女性活躍と若年層の早期離職が課題。女性活躍推進に積
極的に取組む企業に「ハーモニーカンパニー」の認定など

⑤県道小垣江安城線と国道２３号線の接続は、この
地域の渋滞対策の重要課題。進捗状況は？

安城市内で用地取得、取付け市道の工事を推進中。
今後は、刈谷市内の用地取得を進める予定

１．交通安全、渋滞対策は重要課題と認識すること
２．企業ニーズを積極的にヒアリングすること
３．国道４１９号線沿線事業を含め、道の駅、商業施設誘

致などこの地域全体のまちづくりを検討する事
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内１３１人が就労による

延長保育利用

令和元年

８月現在 ①待機児童対策の乳児園化の試行結果は？

兄弟別園の可能性が高くなる事や、PTA活動の運営が課
題。また送迎用駐車場も課題で、予算を組んで対応する

②北部地区の祝日保育園数を拡充すべきと考えるが？

実施園を拡充する方向で検討する

③児童クラブ６年生拡大完了。夜勤者条件の緩和は？

夜勤終了後の８時間は、保育不可能時間とし預り可とする

施設種別 ０～２歳児 ３～５歳児
幼稚園、保育
所、認定こども
園等

住民税非課税世帯を対
象に無償化

利用料を無償化
（企業主導型保育は標準的利

用料）

幼稚園預かり
保育

幼稚園保育料の無償
化、利用実績に応じ、
１．１３万円／月まで無償
化

認可外保育
施設等

住民税非課税世帯を対
象に４．２万円／月まで
の利用料を無償化

保育料の全国平均額
３．７万円／月の利用料
を無償化

【財源負担】
◇今年度 国１００％
◇来年度以降
・公立施設 市１００％
・以外 国５０％

県２５％
市２５％

【給食費】
◇無償化対象外
◇所得により無償
◇第３子以降無料

依佐美工業用地




